


巻頭言○○○

（比較社会文化学府長）

高田和夫前学府長のもとで立案された中期目標・中期計画

の中で掲げた諸計画のひとつであった『比較社会文化叢書』

の刊行が、昨年度より、服部英雄教授を委員長とする図書紀

要委員会の尽力によって実現されることになった。

　本大学院は平成六年、研究科として発足して以来、平成十

二年の改組、すなわち研究組織としての研究院と教育組織と

しての学府への改組を経ながらも、一貫して「比較社会文化」

の名を掲げてきた。この間、「理学」とともに「比較社会文化」

の修士、博士を養成し、文理にわたる分野に多数の人材を送

り出してきた。これらの活動の累積を通して、誕生以来十三年

が経過する本大学院もようやく独自の伝統を作り上げつつあ

ると言えるであろう。それはそれぞれの学問が築き上げてきた

高度なレベルの方法の習得およびその方法に基づく諸事象

の解読と並んで、いわば方法と事象が同時的に現れ出てくる

現場に立ち会いながら、新たな探求次元を開拓していく活動

であろう。前者は地道な努力を要することであり、後者はその

ような努力の中にのみ現れることのある、新たなものが誕生す

る現場に立ち会うような、おののくほどの喜びに満たされる時

間を与えてくれるであろうし、学的探求を続ける原動力を生み

出すであろう。比文が積み上げて来たものは、そのような活動

の仕方そのものである。

　このような活動は、大学院の教育と研究をその根底で支え

る不可欠なものであるが、それだけでは痕跡も残さず現れては

消え去ってしまうに過ぎない。『比較社会文化叢書』の刊行は、

比文が新たな伝統として積み上げつつある活動に形をもたせ、

その活動の成果を直示できる仕方で社会に提示するためのも

のである。比文での研究を博士論文として結実させた院生諸

君の成果を精選し、また教員の研究成果を公にすることを促し

ながら、年に二、三冊を刊行し続けていこうとしている。

　初年度の昨年は三冊（蘇　明仙著『大江健三郎論一く神

話形成〉の文学世界と歴史形成一』、李　崇寧著、松原孝俊

監修、石橋道秀訳『中世韓国語文法一15世紀語を主として一』、

ジョージ・W・ジーゲルミューラー、ジャック・ケイ著、井上奈良彦監

訳、九州大学大学院比較社会文化学府言語コミュニケーショ

ン研究室翻訳『議論法一探求と弁論』）を上梓し、今年度も三

冊の刊行が予定されている。出版事情が年々きびしくなって

いる昨今において、純粋に学問的な探求の成果を世に提示し、

その成果を保持していこうとするこのような試みは貴重なもの

と言えないだろうか。またそのような試みはこの比文のような大

学院の使命でもあると思われます。

　想像してみて下さい。この叢書が、年に二、三冊ずつ刊行さ

れ積み重ねられて百冊に達し、さらにはもっと数を増やして、「叢

書」の名にふさわしい質と量を具えたものに成長していく様子

を。それはこの比文の足跡をそのまま表現するものになるだろう。

また想像してみて下さい。それらの一冊、一冊が後から来る人々

の不可欠の参照項目であるとともに、その中に、光り輝く、いわ

ば人類の知的遺産に数え入れられるものがまじっていることを。

ジェット気流がぶつかり山旗雲をたなびかぜるエベレスト（8848m）。平成18年11月、藤井理恵撮影
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○○○新任教員自己紹介

東　　英寿
（文化表象講座）

　平成18年10月1日付けで比較社会文化学府に着任しました。

私はもともと福岡出身ですが、縁あって鹿児島大学に赴任し

て中国文学を担当し、16年間鹿児島で過ごしました。久しぶり

の福岡ですが、福岡の街の匂いというか、その雰囲気は大好

きです。

　16年間、鹿児島に住んでいましたので、鹿児島の街の匂い

もよく知っています。福岡よりものんびりした雰囲気ですが、時々

本当に強烈な硫黄の匂いがします。桜島の噴煙の匂いです。

増大に赴任した当初、桜島の火山灰がしばしば降りました。朝

起きると車のフロントガラスに降り積もっている火山灰。道に積

もった灰の上を歩くと足跡が残ります。まるで雪道のようです。

ただ、雪と違って溶けてなくならないのがやっかいでした。雨が

降らなければいつまでも道路に灰があるので、風が吹くとそれ

が巻き上げられ、髪の毛や服にひつ付き、家の中はいつもザラ

ザラ感がありました。当時、1年に6、7回火山灰が積もることが

ありましたが、活火山桜島があるおかげで、鹿児島市内には多

くの温泉があります。どの温泉も低料金で入浴でき、しかもジャ

ダジーやサウナが装備されています。鹿児島大学の近くにも

温泉が多く、論文が煮詰まるとよく温泉に行きました。入浴して

リラックスすると良い発想が浮かんできます。すぐに大学に帰り

論文の続きを書くのですが、廊下ですれ違った人から、良い匂

いがしますねと言われたこともありました。

　私の専門は中国古典文学です。特に中国の宋代（960～V79）

を専門としています。鹿児島大学に赴任して2年目に中国湖

南省にある湘潭大学に半年間、日本語を教えに行きました。湖

南料理は唐辛子を常用し、その辛さは強烈で息がつまる程で

すが、カプサイシン効果のためか帰国したら5キロ痩せていまし

た。湖南省は中国でも少数民族が多く居住している地域です。

日本語教師として滞在中、土家族の村を訪問しました。帰国後、

土家族の村から招待状が来るなどして、数回土家族の祭りや

民家を調査しに行きました。

　鹿児島大学で仕事をしていましたので、薩摩藩の漢籍にも

興味をもちました。特に、明治期の日本漢学史に大きな影響を

与えた、薩摩藩士・伊地知季安の『漢学紀源』に注目しました。

ただ、『漢学紀源』には諸本があって、どの本に基づくかで文

章の意味が変わるので、それが研究の妨げになっていました。

ところが、今までその存在が全く知られていなかった季安自筆

本を古本屋で見つけることができました。初めは自筆本だと全

く気づかなかったのですが、調べていくうちにこれは自筆本に

違いないと確信しました。古本屋も自筆本だとは知らずに25

万円という値段を付けていました。研究費で購入したので、今

では鹿児島大学附属図書館に貴重書として保管されています。

畜生に詳しい日本史の先生から「自筆本で間違いないですね。

100万円は下らないでしょう」と言われた時は、自筆本を見つ

けた誇らしい気持ちと自費で購入しておけばよかったという後

悔の気分に襲われました。25万円ならば自費で購入でき、もし

そうしておけば九大に持ってくることもできたのにと少し残念で

す。

　鹿児島では、毎週日曜日に畑に行って農作業をしていました。

福岡に来るまでの8年間続きました。気分転換ができて、しかも

1年間の季節の移り変わりもよくわかるようになりました。これ

は中国の田園詩人の詩を読むときに本当に役に立ちました。

農作業を経験して、その情景がよくわかるようになったからです。

秋には、白菜、大根、キャベツ等、11月にはタマネギを植え、2月

にはジャガイモ、春にはキュウリ、ピーマン、なすびやスイカ、5月

にはサツマイモを植えるなどして色々な作物を作りました。食べ

きれないほど野菜が収穫できて、しばしば隣近所や相論の同

僚に配って喜ばれました。特に、自信があったのはスイカで、作

り始めた頃は味が薄かったのですが、毎年毎年、形も大きく味

も甘くなり、最後は5～6キロくらい

の大きなスイカを20個程収穫でき　　　　’t．．　’一’

ました。夏の暑い日、冷蔵庫に冷

やした甘さ満点の自作のスイカを

食べたのは、最高の思い出です。

　長々と鹿児島での思い出を述

べてきましたが、福岡は大好きな

街なので、これから良い思い出を

作っていきたいと考えています。
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新任教員自己紹介○○○

（西域商圏環境学講座）

　この10月から比較社会文化学府と国立極地研究所との間で

生まれた連携講座「極域地葺環境学講座」の担当になりました。

よろしくお願いいたします。

　国立極地研究所は教員数50名余の小さな研究所ですが、総

合研究大学院大学（総研大）の一翼を担って、極域科学専攻を

置いています。新たに比較社会文化学府との間で連携講座が

生まれたことにより、さらにより多くの学生にとって魅力ある教育

研究活動を展開できることを期待しています。

　さて、私の研究をひとことで言えば、「南極」を幸心にすえて「ゴ

ンドワナ超大陸」の形成と発展を明らかにすることです。

　地球表層部を形成する地殻、なかでも大陸地殻は人類の生

存基盤であり、その成り立ちと変貌の歴史は、人類の来し方、行

く末を考えるうえで不可欠な知識でありましょう。ゴンドワナ大陸は、

5億年前に地球上に生まれた超大陸ですが、その時代は陰生代

（先カンプリア時代）から顕生代への移行の時期に重なり、地球

の歴史の上でも特に魅力的な時代であると私は思ってきました。

そのゴンドワナ大陸を例として、大陸地殻が地球上にいかに形

成され、変貌を遂げて現在のような姿になったのかということを

明らかにしょうというわけです。

　私は、そのため、東南極大陸を始めゴンドワナ大陸全域の地

殻を構成する岩石の成因や変成・変形作用の履歴を、多様な

岩石の分布、相互関係、鉱物の種類や化学組成、同位体年代

などに基づいて研究することを目指してきました。現在は、かつ

て南極大陸と連続していたスリランカや東南アフリカなどでの野

外調査での成果も含めて、さまざまな地域での同時代の地学現

象と比較検証し、40億年から5億年前までの長い時間軸にまた

がる地殻の発展史を、地球年代学的手法により具体的に解明

することを主眼としています。

　ところで、今年は第1次日本南極地域観測隊が出発してから

ちょうど50年の節目の年にあたります。当時の南極観測への国

を挙げての熱狂ぶりは、小学校低学年であった私に強い印象を

与えました。また、そのころ、科学ドキュメンタリー映画というものが

街の映画館にかかりました（まだテレビは普及していませんでした）。

クストーの「沈黙の世界」と英国・スウェーデン・ノルウェー三国共

同隊の南極越冬を描いた「自い大陸」が特に印象に残りました。

こうしたことによって、海外の未知の世界への夢が育まれたと思

っています。

　私は大学院に進んだ直後に、指導教官の世話で南極観測隊

に設営隊員として参加する機会を得、これが南極人生の始まり

となりました。このときの主な仕事は3ヶ月に及ぶ内陸への雪上

車旅行のナビゲーターや氷床流動の測量といった野外観測の

補助でした。こうした仕事には、学生時代にのめりこんでいた山

登りの技術が役にたちました。

　フィールド研究というものはどの分野でも同様でしょうが、研究

調査にとりかかるまでにさまざまな前段階があります。それらの中

には、必ずしも研究に直結しておらず、調査地へのアクセスや調

査中の生活や安全をまもるための雑多な仕事もあります。そうい

う仕事のノウハウは若い修行時代に身につけておくことが：大事

です。同時に、そうした雑事を「楽しみ」ながら仕事を進めていく

ことも重要です。それを「非日常の日常を楽しむ」と呼んでいるの

ですが、幸い、わたしはそういう機会に恵まれて今日に至りました。

　比較社会文化学府にはさまざまな分野のフィー一一一ルド科学の専

門家がたくさんいると思いますが、南極での地質調査といっても

あまりピンとこないかもしれません。南極は日本の国土の37倍も

の面積ももちながら、地表地質調査の対象になる露岩地域は3

％にも満たないのですが、そこに示される地質現象は圧倒的な

存在感をもってわれわれに地球の歴史を語ってくれます。

　こんな極域でのフィールドワークの意義や楽しさも講義のなか

で学生の皆さんに伝えられたらと思っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　，TVT

昭和基地に接岸した「しらせ」と筆者。

　遠景は南極大陸末端の斜面。

　　　　（2005年12月）

セル・ロンダーネ山地での

地質調査（1992年1月）
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○○○新任教員自己紹介

（極出地回環境学講座）

　2006年10月より、比較社会文化学府と国立極地研究所との

連携講座「極域地圏環境」を担当することになりました本吉洋一

と申します。どうぞよろしくお願いいたします。国立極地研究所と

しては、国内の大学法人と連携講座を立ち上げるのは初めての

ことであり、不慣れな点も多々あるかと存じますが、いい意味で将

来へつながる研究・教育環境の構築に向けて微力を尽くす所存

です。

　私自身は、これまで約25年間にわたり、東南極を中心とした大

陸地域の形成・進化プロセスの研究を進めてまいりました。南極

へは、日本隊に6回（うち越冬2回）、オーストラリア隊に1回参加し、

昭和基地周辺のリュツかホルム湾～プリンスオラフ海岸、内陸の

やまと山脈、エンダビーランドのナピア岩体、レイナー岩体、そしてオ

ーストラリアの基地があるブリッツ湾の露岩域の地質調査を行いま

した。これらの地域は、一般に東南極楯状地を構成する地質学

的なユニットですが、変成作用の様式や地球年代学の観点からは、

様々な時代のテクトニックセッティングで形成された多種多様なブ

ロックの寄せ集め、といった方が実情に合っているかもしれません。

　一口に南極大陸といっても、年代的には38～39億年前の要

素を含んだ太古代ブロック、原生代（約10億年前）に変動を受け

たブロック、さらに古生代（約5億年前）に広域的なオーバープリン

ト（重複変動）を受けたブロックに大別することができます。地球の

形成約46億年前から現在までを1年間のカレンダーにたとえると、

38億年前は2月下旬に、また5億年前は11月下旬に相当しますか

ら、東南極大陸には長大な地球史のかなりの変動履歴が保存さ

れていることになります。

　38～39億年前のブロックはナピア岩体と呼ばれ、岩石中に含

まれるジルコンという鉱物に古い時代の変動が記録されています。

その後何回かの変動を経て、約25億年前に広域的な変動が終

息してしまったようです。ナピア岩体には、サフィリン＋石英、斜方輝

石＋珪線石＋石英、スピネル＋石英、さらに大隅石などを含んだ特異

な鉱物共生が見られ、いわゆる超高温変成作用をうけた岩体とし

て特徴づけられます。最近の研究では、最低でも1000℃の温度

条件が地殻のそれほど深くない場所で達成されたことが明らかに

なっており、太古代の地球は今より地温勾配がはるかに高かった

のか、あるいはナピア岩体に局所的なマグマの貫入があって岩体

全体を加熱したのか、まさにホットな議論が続いています。

　10億年前の地質体は、いわゆるグレンビル変動を受けたブロッ

クということになりますが、この10億年前の変動の実態はいまひと

つよく分かっていません。東南極ではナピア岩体に隣接するレイ

ナー岩体が10億年前の変動帯であるとされてきましたが、より古

い地質体の一部が再変動したのか、あるいはそういったこととは

はまったく関係ない初生的な地殻形成であったのか、謎が多い部

分です。これまで散点的ではありますが、二次イオン質量分析計

（SHRIMP）や電子線マイクロアナライザによるジルコンやモナザイ

トの年代測定の結果、レイナー岩体の西部では5億年前の変動を

こうむっていることが明らかになり、以下にのべるリュツォ・ホルム

岩体との共通点も見つかってきました。

　5億年前の変動は、パンアフリカン変動と1呼ばれていますが、こ

れはゴンドワナを復元した際に、アフリカを中心とした各大陸に広

域的に認められることからそう呼ばれています。東南極では、昭和

基地周辺のリュツォ・ホルム湾およびプリンスオラフ海岸一帯の露

岩（これらを総称してリュツォ・ホルム岩体と呼びます）に特徴的に

認められることが、SHRIMPを用いた研究で明らかになりました。リ

ュツかホルム岩体は、日本の観測隊が長年かけて研究してきた

対象であり、東南極では特異な昇藤期変成作用やピーク条件以

降の急激な圧力降下の証拠がたくさん見つかった場所でもありま

す。これまでの成果を総合すると、リュツォ・ホルム岩体は、大陸同

士の衝突に始まって、変成・変形・火成作用を経てさらに急激な

上昇というプロセスが非常によく追跡できる研究対象であるといえ

ます。

　何やら解説的な文章になりましたが、要はこれらの題材をベー

スに、地球上で起こった大陸の形成・進化プロセスを具体的に解

明していくことを、この連携講座の大きなテーマにしていきたいと

私は思っています。国内のフィールドと異なり、南極の現地調査は

気軽に行ける場所ではなく、

学生さんの実習は難しいかも　　　；，，　’　・　㌍　一

しれませんが、こちらの小山内

康人教授と密に連絡を取りあし∠＝：竺、

いながら、研究に教育に汗をf　　L．

流す所存でおります。
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新任教員自己紹介○○○

（極糊地圏環境学講座）

　2006年10月から、極門地圏環境学講座の客員助教授を担

当させていただくことになりました。よろしくお願いいたします。

　これまで、海底の動きや構造物に関する研究を主体に研究

を行ってきました。南極海、特に南インド洋を中心とした、大陸

分裂に関係した海底の動きや構造等が、現在の研究の中心

です。海底の構造は、潜航艇調査や掘削等を行わないと直

接見ることができません。しかしながら、潜航艇等で調査できる

範囲は限られており、広範囲なデータを得ることができません。

そこで、広範囲の海底の動きや構造を見るには、衛星や観測

船による観測を行う必要があります。また、海底の動きや構造

を見るには、海底地形に加えて、地磁気や重力異常といった目

に見えない地球物理データが重要な役割を果たします。衛星

による観測は、均質に地球全体を観測できるという利点はあり

ますが、研究の対象としているものとの距離が離れるため、解

像度が低くなってしまいます。したがって、効率は悪くなりますが、

海底の動きや構造を見るためには、観測船による地形、地磁

気および重力異常の広範囲の観測が不可欠です。

　南極海は、南極大陸を取り囲む海であり、南極大陸は他の

大陸とも遠く離れており、東西に遮る陸地がありません。東西

に遮る陸地がない事から、ご存じのように「吠える40度、狂う50度、

1叫ぶ60度」とも表現される暴風圏が存在し、また、南極大陸周

辺には海氷も存在します。このように、南極海は地理的にも気

象的にも観測船での観測が非常に厳しい地域なので、観測

船での調査が著しく遅れている海域となっています。しかしな

がら、南極大陸は、過去の超大陸であるゴンドワナ大陸の一部

であり、インド洋は、アフリカ、マダガスカル、インド、オーストラリアと

いったゴンドワナ大陸を形成していた主要な大陸の南極大陸

からの分裂により形成された大洋です。これは、南極海、特に

南インド洋の海底は、大陸分裂の軌跡が残っている海域であり、

地球科学の大きな問題の一つである、超大陸の分裂機構の

解明につながる海域である事を示しています。また、ゴンドワナ

大陸分裂に伴う地球上の現在の大陸と海洋の配置は、現在

の気候環境を大きく規定している要因でもあります。この意味

でも、海洋の拡大に伴うゴンドワナ大陸の分裂過程は、地球環

境変動を理解する上でも重要です。

　これまでに、ゴンドワナ大陸の分裂過程の解明に向けて、南

極観測船「しらせ」により長年南インド洋で蓄積されてきた、海

底地形、地磁気および重力異常データ等を使用して、南インド

洋の海洋底の発展史に関する研究を進めており、まだまだデ

ータは少ないものの、これまで推測されていた大陸分裂時の

海底の動きとは異なる、海底の発展史がわかってきました。昨

年度は、ドイツのアルフレッド・ウェーゲナー極地海洋研究所と

共同で、日本の南極基地である昭和基地周辺地域で、航空機

地球物理観測を行いました。これは、昭和糊地周辺の町域お

よび海洋域での密な地磁気、重力および氷床レーダー観測を

行い、南極大陸氷床下の構造および大陸周辺海域の構造を

明らかにすることが目的です。海域の調査では、航空機では

海底地形を得ることができませんが、地磁気および重力観測

を行い、ゴンドワナ大陸の初期分裂過程の解明を目指しました。

また、大陸の調査では、南極大陸氷床下の構造は、海底と同

様に直接見ることがほとんどできないので、大陸上でも海洋で

の観測と同様に、地磁気、重力観測に加えて氷床レーダーを

用いた氷下の基盤地形の観測を行い、こちらは、大陸の形成

過程の解明を目指しました。昨年度は、天候に非常に恵まれ、

ほぼ予定通りの観測を行うことができ、陸域および海域の観

測結果を現在解析中です。

　今後も、ゴンドワナ大陸の分裂過程に加えて形成過程の解

明も進め、地球のダイナミクスとそれに伴う大規模な地球環境

変動の変遷から、極域から見るグローバルな地球システムとい

う視点で学生と接していきたいと思っています。

　　＝t．一＝7n＝一一一一．一一＝一L一一＝t一＝＝一H＝一＝．．　．　一．．　．7．．一．一一r一’t＝tt’一r　t＝＝＝’r一
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○○○受賞を祝う

高橋憲一著「ガリレオの迷宮一自然は数学の言語で書かれているか？一」

クロスオーバー編集長

　本研究院文化空間部門の高橋憲一教授が、平成18年度

の毎日出版文化賞を受賞されました。ガリレオに出会ってから

32年、研究開始から20年の時を経て世に問われたライフワーク

ともいうべき高橋教授の研究成果に対し、このような賞が授与

されることになったことに心からお祝いの言葉を贈ります。本書

の詳細については自著紹介の記事をご押下さい（7ページ）。

ガリレオ手稿の解読が開く科学史の新地平

ここには2つの迷宮が待ち構えている。

自然を数学的に解明する際にガリレオは様々な困難に直面した。

その研究上の歩みは、迷路の中を彷裡うものであり、ガリレオを

長い間捉えていた。これが「第1の迷宮」である。本書はガリレ

オ運動論の形成過程を歴史的に再構成することで、その迷宮

の構造を解明する。また近代科学的な世界理解の基本様式は、

現代の我々をも捉えている。その創設者の一人がガリレオであ

ったという意味では、近代科学そのものが「第2の迷宮」となる。

（本書帯より）
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自著を語る○○○

　　（比較文化講座）

共立出版，542ページ，2006，9450円（税込）

　10年に一冊位のペースで本を出したいな、と昔からボンヤリ

そう思っていた。最初の本は1980年の『ロジャー・ベイコン：大

著作』で、「科学の名著」シリーズ（朝日出版社）の一書として、

私の指導教官・伊東俊太郎先生の編纂で出た。ラテン語原典

からの翻訳が主体であったが、それに付した訳者解説は修士

論文を増補したものであり、また最初の印刷本であることもあっ

て私は愛着を覚えている。次は立て続けに出た二冊で、1992

年の博士論文The　Medieval　Latin　Traditions　of　Euclid’s

Catoptrica　：　A　Critical　Edition　of　De　speculis　with　an

Introduction，　English　Transtation　and　Commentary（九州大学

出版会）および1993年の『コペルニクス・天球回転論』（みす

ず書房）。前者はユークリッド『反射視学』のラテン語写本を解

読して、その校訂テクストを公刊したもの。後者は地動説の概

論部分を翻訳し、ギリシャ（アリストテレス）から近代初期ヨーロッ

パ（ガリレオ）までの天文学史を扱う長大な解説を付したもの。

そして最も新しいのが2006年5月に刊行された本著『ガリレオ

の迷宮』（共立出版）であるが、この本には特別な思い入れが

ある。準備にかけた年月からいえば、この最新刊が最も長いか

らである。ガリレオについて初めて論文を書いたのは1986年だ

った。副題の「自然は数学の言語で書かれているか？」は1989

年の科研報告書で初めて使い、本題の「ガリレオの迷宮」の

ほうはそれから4年後、1993年の論文のタイトルに使っている。

つまり、この本には20年間の研究成果が詰め込まれているわ

けだ。

　しかしガリレオに出会ったときから数えると、本書の刊行は32

年目ということになる。院生諸氏の大半が生まれる前の話にな

って恐縮だが、1974年、科学史科学基礎論課程の修士1年生

として初めて伊東先生のゼミに参加したときである。『新科学

論議』の原典がゼミのテクストであった。これは難行以外の何

ものでもなかった。大学院入学前にラテン語の文法書を泥縄

式に独力で終えたばかりの私は、イタリア語の文法書も同時並

行的に読み進めながら、ガリレオのテクストを読まねばならなか

った。しかし振り返ってみると、この難行苦行のお陰でテクスト

に臆することなくアタックする心構えができたのである。先生の

ゼミでギリシャ語やアラビア語（そしてあろうことか、エジプトの象

形文字まで）のテクストも取り上げられたが、こうしたテクストとの

格闘から得たものは大きかった。若い頃にこうした基礎的訓練

を徹底して受けたことはまことに幸運であり、こうした貴重な学

恩は後生に伝えたいと思っている。

　本書のテーマを解説するに当たって、まずその表題の由来

を述べることにしよう。ガリレオは1623年、59歳のときに『偽金

鑑識官」と題する書物を出版したが、その中に有名な言葉が

でてくる。「自然は数学の言語で書かれている」というものだが、

その言葉を受けてさらに「数学という言語の手引きがなければ

暗い迷宮を虚しくさまようだけだ」とも書かれている。この言葉

は数理物理学（mathematical　physics）のマニフェストであり、

今日では殆んど常識になっている。自然界には法則が存在し、

その法則は数学的に記述される（例えばF＝ma）。そして、まだ

数学的に記述されていない場合には、やがて記述されるであ

ろうと期待されている。こうした前提のもとに、そしてその前提

を裏付けるようなかたちで諸成果を生み出しながら物理学は

発展してきた。その物理学の理念や方法が広く他の学問分

野に及んだ結果、科学のあるべき姿・模範は物理学にあるとさ

れてきた。

　しかし、今日の常識は過去の常識ではない。それはある時

7
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点で常識になった。常識化する道筋は、大抵の場合、歴史の

中に埋没してしまうものだが、幸運なことに、数理物理学を巡る

この常識化については、その端緒に位置した人物を特定する

ことができる。それがガリレオ・ガリレイ（1564－1642）というわけで

ある。今日の常識にはガリレオの天才が必要だった。しかしそ

れは「なぜ」なのか。またそれは「どのように」して可能となった

のか。その解明こそが本書の課題だ。

　上に引用したガリレオの言葉は我々には当然過ぎて、数学

的に読み取ろうと試みさえずれば、成功は既に約束され、直ち

に成果を獲得できそうに思われるかもしれない。しかし、そうで

はないし実際そうでもなかった。自然界の運動現象（特に、自

由落下体の運動と投射体の運動）を数学的に読み解くのに、

ガリレオは生涯を費やしたのである。なぜか？それは数学的

に自然を読み解くことが、当時、破天荒な試みだったからに他

ならない。言葉を代えれば、「数学」と「自然学」という二つの

異なる学問を架橋するに当たっては、大きな困難が横たわっ

ていた。数学を武器に自然学を切り開こうとするガリレオの歩

みは、理論的および経験的な困難を回避し・突破し・遣り過ご

すなど、研究上の曲折・停滞・中断・再開などの連続で、さなが

ら迷路の中を彷裡っているようなものだった。ガリレオ自身の運

動論は、「暗い迷宮」を歩み通して得られた成果なのである。

本書の表題を「ガリレオの迷宮」とした第一のそして最大の理

由がこれである。

　本書は「ガリレオの迷宮」をガリレオが辿ったままにその道筋

の一歩一歩を明らかにしている。迷宮の構造が明らかにされる。

具体的には、ガリレオの手書きノートを一つ一つ読み解いてい

く作業を中心とし、ガリレオが運動論を数学的にどう展開して

いったかを探求する。換言すれば、ガリレオ運動論形成過程

の歴史的寓構成。ガリレオを専門とする科学史学出たちは勿

論この魅力的な課題に挑戦してきた。本書の試みは、そうした

挑戦の一一一ecを担うことで研究者と共同戦線をはるばかりでは

なく、研究前線を更に大きく推し進めるものである。ガリレオ研

究の前線は、公刊資料によるばかりでなく、未公刊の資料の

攻略をめぐってなされている。とくに運動論に関しては、ガリレ

オ手稿72（『ガリレオ全集』に未収録な部分を含む）の分析が

その核心をなす。私の研究成果はガリレオ運動論の5段階発

展説という形で表明される。その要点は、通説的理解がガリレ

オ運動論の原理的完成を1609年ごろに見るのに対し、資料に

立脚して1625年ごろとする代案を提示したところにある。

　この新たな提案により、ガリレオ運動論の形成過程が全く新

たな様相の下に、より首尾一貫した形で理解可能となったと

思われる。そして本書の1章から8章までは科学史家として資

料分析に基づく限りで立論してきたのであるが、最終の第9章

では一転して科学論者として「数学的自然学」の理念を科学

哲学風に分析することで筆者の思いを述べている。

　ガリレオ自身の探求の歩み、あるいは彼の迷宮の構造につ

いて、私なりに納得のいく論旨展開が出来たと思っているが、

ここで個人的な感想を述べさせていただこう。ガリレオの手稿

を読んでいたときに、不思議な高揚感に何度か襲われた。不

遜な言い方だが、ガリレオのこの手稿類は400年間その真意が

解読されるのを待っていたのだ、400年後に東洋の一研究者

がそれを解読してくれるとはガリレオは夢にも思わなかっただろ

う、という思いがした。研究者として（たとえ錯覚だとしても）「至

福のひととき」を味わったといえるだろう。手稿の解読作業はち

ょうどジグソーパズルみたいなもので、一・つのピースが上手くは

まると、どんどん先に進めるのに似ている。パズルが解けたことで、

ガリレオ研究者たちを捕えていた誤解を解きほぐしえたのでは

ないかと考えている。

　思えば、科学史家としてスタートしたとき、私の専門は中世ヨ

ーロッパ科学史であって、ガリレオたちの活躍する近代ヨーロッ

パ科学史ではなかった。また、ガリレオ研究に打ち込む時間が

それほどあったわけではない。だが、私の密やかな意図として、

中世を専門としたのは近代を自分なりに理解したかったからで

ある。中世へとまず迂回することで近代を逆照射したいと思っ

ていたと言えば、格好良すぎるかもしれないが、正直な感想で

ある。

　しかしそれにしても蝸牛の歩みであることは如何ともしがたい。

この20年のあいだ、学会誌には中世科学史の論文を、九大教

養部と比文の紀要にはがルオ関係の論文をというように発表

する媒体を変え、一種の棲み分けを自分なりにしてきたが、昨

今はそれが曖昧になってきていた。今回の書物の刊行で自分

なりに一つの区切りをつけることができるだろうと予感している

が、20年目金属疲労のせいか本書の「あとがき」は次のように

結んでいる。「約束手形をやっと落としたような心境である。…

しかしこうしてゴールインすることができ、筆者としては感慨ひと

しおである。暫らくは休みを取りたい。」出版されてから半年が

経った。頭はまだ「休み中」である。そろそろ戻らねばならないと

いう思いもあるが、正直なところ、まだ気持ちが乗ってこない。こ

れからも10年に一冊というペースを守っていけるだろうか…。

反対に、老年になると時間の経つのも早いというから、何もしな

いまま、あっという間に過ぎ去ってしまうのだろうか…。目下、そ

のどちらともいえない状況に我が身を漂わせている。
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